
地
球
連
句
を
楽
し
も
う
目
次

序

第
二
部
フ
ァ
ク
ス
連
句
か
ら
地
球
連
句
へ

一
ア
メ
リ
カ
の
レ
ン
ク
事
情
（
北
米
連
句

ツ
ア
ー
）

目
的
過
去
の
経
緯
準
備

訪
問
地
カ
ー
メ
ル
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
サ
ン
タ
フ
ェ
ミ
ル
ウ
ォ
ー

キ
ー
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
そ
の
他

結
び

二
世
界
初
の
フ
ァ
ク
ス
連
句

於
日
本
ｌ
外
国
於
日
本
人
ｌ
外
国

人
（
合
作
）

三
フ
ァ
ク
ス
連
句
と
国
際
連
句
コ
ロ
キ
ア
ム

国
際
連
句
の
歴
史
と
現
状
第
二
回

天
の
川
を
見
る
会
と
フ
ァ
ク
ス
連
句

国
際
連
句
コ
ロ
キ
ア
ム

四
第
四
回
天
の
川
を
見
る
会

む
日
本
語
中
国
語
翻
訳
の
苦
心

許
氏
、
天
の
川
連
句
会
出
席

八
中
国
、
北
京
大
学
研
究
会
設
立
大
会

に
出
席

北
京
、
悠
久
の
歴
史
と
破
壊
と
再
建
と

天
安
門
広
場
、
文
化
大
革
命
の
嵐

四
大
学
で
連
句
の
講
演
美
味
し
い

中
国
料
理
、
連
句
の
詩
作
北
京
大

学
中
日
詩
歌
比
較
研
究
会
発
足
、
学
者

文
人
詩
人
集
う

九
地
球
連
句
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

世
界
最
初
の
地
球
連
句
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
地
球
連
句
の
定
義
地
球

連
句
の
活
動
と
作
品
地
球
連
句
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
地
球
連
句
東
京
宣
言

連
句
の
二
十
一
世
紀

最
近
約
十
年
の
間
、
わ
た
し
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
語
・
万
葉
集
・
芭
蕉
の
研

究
の
ほ
か
に
、
外
国
の
人
た
ち
と
一
緒
に
連
句
を
つ
く
る
こ
と
を
行
な
っ
て
き
た
。

わ
が
国
の
連
句
は
、
日
本
書
紀
に
あ
る
日
本
武
尊
と
火
と
も
し
の
翁
と
の
問
答

歌
（
「
筑
波
問
答
」
と
い
う
）
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
問
答
歌
は
や
が
て
、
万
葉
集
の

問
答
歌
や
旋
頭
歌
、
中
世
の
連
歌
へ
と
発
展
し
、
さ
ら
に
近
世
の
俳
譜
（
連
句
）
、

そ
し
て
現
代
の
連
句
へ
と
継
承
さ
れ
て
き
た
。

外
国
で
は
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
国
々
に
、

古
く
問
答
歌
が
あ
り
、
現
在
も
こ
れ
を
継
承
し
て
い
る
国
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
た
。

わ
た
し
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、
「
日
本
独
特
の
連
句
を
外
国
の
皆
さ
ん
に
広

め
た
い
」
と
表
現
し
て
き
た
が
、
今
は
「
あ
な
た
が
た
の
国
に
あ
る
問
答
歌
の
こ

こ
ろ
を
基
本
と
す
る
連
句
を
、
一
緒
に
（
共
同
で
）
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
」
と
言
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

な
る
べ
く
上
か
ら
下
へ
教
え
る
と
い
う
姿
勢
で
は
な
く
、
対
等
の
精
神
で
お
こ

な
う
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
。

”

わ
た
し
の
原
点
は
、
天
の
川
連
句
会
の
「
天
の
川
平
和
官
一
言
」
と
、
そ
れ
を
敷

桁
し
た
「
地
球
連
句
東
京
宣
言
」
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
連
句
の
有
す
る
自
然
尊

重
の
理
念
と
、
友
愛
連
帯
の
こ
こ
ろ
で
あ
る
。
（
後
略
）

著
者
略
歴
福
田
填
久
（
ふ
ぐ
だ
．
ま
さ
ひ
さ
）
号
・
填
空

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
、
新
潟
県
生
ま
れ
。
国
士
舘
大
学
文
学
部
教
授
、
天
の

川
連
句
会
主
宰
、
国
語
学
会
会
員
、
解
釈
学
会
会
員
、
俳
文
学
学
会
会
員
、
連

句
協
会
会
員
、
ア
メ
リ
カ
俳
句
協
会
会
員
、
地
球
連
句
を
主
唱
。

著
書
『
言
語
本
質
観
の
研
究
」
「
芭
蕉
の
自
我
と
救
い
』
『
松
尾
芭
蕉
論
ｌ
晩
年

の
世
界
‐
坐
『
芭
蕉
の
こ
こ
ろ
」
『
芭
蕉
、
世
界
へ
」
句
集
「
天
の
川
」
他
多
数
。

「
あ
と
が
き
」
よ
り

し
ぐ
れ
る
空
。
猿
が
欲
し
そ
う
に
す
る
蓑
。

「
奥
の
細
道
」
は
人
生
の
旅
。

人
生
は
天
地
人
と
の
出
会
い
で
あ
る
。

第
一
部
国
際
連
句
か
ら
地
球
連
句
へ

一
地
球
連
句
の
始
ま
り

地
球
連
句
の
曙
地
球
は
青
か
っ
た

人
類
は
歌
が
好
き
わ
た
し
の

地
球
連
句
の
第
一
歩

二
新
年
を
祝
い
連
句
で
乾
杯

ロ
ー
マ
か
ら
贈
ら
れ
た
「
シ
ャ
ン
パ

ン
」
初
夢
、
世
界
に
架
け
る
虹
の

橋
サ
ン
タ
フ
ェ
の
空
、
初
日
待
つ

友
ケ
ノ
ー
シ
ャ
か
ら
新
年
の
挨
拶

三
米
英
加
の
詩
人
佐
渡
島
へ

米
英
加
の
詩
人
、
イ
ル
カ
に
迎
え
ら
れ

佐
渡
へ
朝
風
呂
、
日
本
海
に
昇
る

朝
日
晩
餐
会
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

ワ
ン
ダ
フ
ル
夜
、
レ
ッ
ッ
ゴ
ー
・

レ
ン
ク
佐
渡
・
米
英
加
俳
句
大
会

国
際
連
句
、
恋
の
句
競
演

四
佐
渡
長
谷
寺
に
献
額

日
本
・
ア
メ
リ
カ
の
八
作
品
「
レ

モ
ネ
ー
ド
の
香
」
と
「
暑
き
教
室
」

五
ル
ー
マ
ニ
ア
、
コ
ド
レ
ス
ク
氏
来
る

イ
オ
ン
コ
ド
レ
ス
ク
氏
、
佐
渡
へ

酒
蔵
見
学
、
順
徳
上
皇
の
御
陵
コ

ド
レ
ス
ク
氏
歓
迎
連
句
大
会
荒
貴

琴
星
発
見

六
ア
メ
リ
カ
ひ
と
り
旅

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
、

自
立
の
試
練
「
こ
の
樹
に
は
神
が

宿
っ
て
い
ま
す
」
ヒ
ッ
ピ
ー
発
祥

の
バ
ー
ク
レ
ー
校
、
風
は
爽
や
か
に

ト
ラ
イ
・
レ
ン
ク
モ
ン
ト
レ
ー

砂
丘
の
会
館
で
ア
シ
ル
マ
ー
、
禅

式
の
開
会
式
摩
天
楼
の
半
月
、
旧

友
と
再
会
世
界
の
知
恵
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
訪
問
芭
蕉
の
最
期
の

心
境

ケ
ネ
デ
ィ
公
園
ギ
リ
シ
ャ
会
館
の

ア
イ
コ
ン
文
化
、
ボ
ス
ト
ン

七
中
国
詩
人
と
の
出
会
い

宴
席
で
受
け
た
挨
拶
句
、
許
耀
明
氏

銘
酒
「
天
の
川
」
に
酔
う
、
連
句
弾




